
（13）第 92号 令和 7年 8月 1日筑 紫 野 市 シ ニ ア 連

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

　

自
宅
〜
公
民
館
で
集
合
し

て
、
筑
紫
神
社
ま
で
の
コ
ー
ス

を
歩
き
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
過
ぎ
、
17
名
全

員
は
出
発
地
の
ち
く
し
台
公

民
館
に
集
合
。
あ
ま
り
歩
け

な
い
人
数
名
は
、
到
着
地
で

　

下
見
公
民
館
を
出
発
し
、
宝

満
川
河
川
敷
を
約
1
時
間
散

策
し
、
え
び
す
公
園
で
花
見
を

し
ま
し
た
。

◆
実
施
日　

4
月
１
日
（
火
）

◆
参
加
会
員

　

29
名
（
男
性
11
名
、
女
性

18
名
）

◆�

コ
ー
ス　

出
発
地
：
筑
紫

公
民
館

目
的
地
：
筑
紫
神
社

歩
行
距
離
：
約
２
㎞

◆
実
施
日　

4
月
３
日
（
木
）

◆
参
加
会
員

　

17
名
（
男
性
３
名
、
女
性

14
名
）

◆�

コ
ー
ス　

出
発
地
：
筑
紫

公
民
館
ち
く
し
台
分
館

目
的
地
：
ち
く
し
台
団
地

1
号
公
園

歩
行
距
離
：
約
１
・
６
㎞

◆
実
施
日　

4
月
１
日
（
火
）

◆
参
加
会
員

22
名
（
男
性
６
名
、
女
性

16
名
）

◆�

コ
ー
ス　

出
発
地
：
下
見

公
民
館

目
的
地
：
え
び
す
公
園
（
美

咲
）

歩
行
距
離
：
約
３
㎞

ち
く
し
ク
ラ
ブ

会
長　

牟
田　

正

筑
紫
第
3
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

会
長　

和
田　

正
廣

下
見
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

会
長　

大
石　

義
信

あ
る
ち
く
し
台
団
地
1
号
公

園
ま
で
の
巡
回
歩
行
を
実
施

し
ま
し
た
。
他
方
、
よ
く
歩

け
る
人
は
、
団
地
を
周
回
し

て
1
号
公
園
ま
で
歩
行
し
ま

し
た
。

　

午
前
11
時
ま
で
に
は
五
月

雨
歩
行
の
参
加
者
も
全
員
が

1
号
公
園
に
到
着
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
公
園
の
桜
の
下

で
弁
当
を
広
げ
て
お
花
見
を

実
施
し
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な

ど
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
、
午
後
1
時
ご
ろ
に
散

会
し
ま
し
た
。

　

た
だ
、
お
花
見
し
た
3
本

の
桜
の
上
部
は
大
き
な
枝
が

枯
れ
て
い
る
の
で
当
該
部
分

は
切
除
し
て
ほ
し
い
で
す
。



第 92号（14）令和 7年 8月 1日 筑 紫 野 市 シ ニ ア 連

地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信

　

4
月
24
日
（
木
）
御
笠
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
て
令
和
7
年
度
御
笠
シ
ニ

ア
連
春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

好
天
気
の
中
、
男
性
36
名
、
女

性
22
名
の
計
58
名
の
参
加
で
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
ま
し

た
。
市
シ
ニ
ア
連
の
大
会
予
選
も

兼
ね
て
お
り
、
26
名
の
枠
を
目
指

し
て
各
人
が
真
剣
に
入
賞
を
目
指

し
ま
し
た
。

　

4
月
21
日
（
月
）
御
笠
コ
ミ
セ

ン
研
修
室
で
、
令
和
7
年
度
御
笠

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
の
出
席
者
は

69
名
（
男
性
38
名
、
女
性
31
名
）。

来
賓
と
し
て
、
白
水
御
笠
コ
ミ
セ

ン
館
長
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

坂
口
氏
の
司
会
、
安
野
氏
（
上

阿
志
岐
西
）
の
議
長
の
進
行
の
も

と
、
原
案
通
り
議
題
は
賛
同
を
得

て
、
7
年
度
の
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。
御
笠
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
も
会
員
の
減
少
は
顕
著
で
あ
り

御
笠
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

御
笠
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

【
会
長　

槻
木　

繁
美
】】

御　笠

会
員
数

２
１
１
名

御
笠
シ
ニ
ア
連
春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

御
笠
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
開
催

課
題
で
あ
り
ま
す
。
一
人
で
も
多

く
の
声
か
け
を
実
施
し
、
会
員
の

増
強
に
努
め
た
い
も
の
で
す
。

（敬称略）（敬称略）

米寿祝　感謝状贈呈米寿祝　感謝状贈呈

総会風景総会風景

順　位 氏　名 スコアスコア

優　勝 塚本　　進 33

準優勝 福田　雅通 34

第３位 奥園　末生 35

第 4位 槻木　繁美 36

第 5位 梅園　國興 36

大会結大会結果果

競技前の緊張している選手たち競技前の緊張している選手たち

優勝旗授与。塚本進さんへ優勝旗授与。塚本進さんへ



（15）第 92号 令和 7年 8月 1日筑 紫 野 市 シ ニ ア 連

地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信

　

1
月
12
日
（
日
）
新
年
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
昨
年
は
、
能
登
半

島
に
大
き
な
地
震
が
発
生
し
、
大
変

な
年
明
け
で
し
た
。

　

平
穏
が
一
番
大
事
、
今
年
は
何
事

も
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
祈
る
ば
か
り

で
す
ネ
。

“
初
春
や

  

気
持
ち
新
た
に 
輪
を
増
や
そ
う
”

　

5
月
21
日
（
水
）
美
し
が
丘
北
公

民
館
に
於
い
て
、
第
32
回
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

議
長
を
井
手
さ
ん
に
依
頼
し
、
審

議
を
推
進
し
ま
し
た
。
7
年
度
計
画

に
つ
い
て
は
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
取

組
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
（
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
・
ペ
タ
ン
ク
・
モ

ル
ッ
ク
・
ラ
ジ
オ
体
操
）
の
推
進
。

シ
ニ
ア
祭
り
・
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
や

秋
ま
つ
り
等
を
活
動
し
つ
つ
元
気
な

　

5
月
29
日
（
木
）
御
笠
コ
ミ
セ

ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
令
和
7
年
度

御
笠
シ
ニ
ア
連
春
季
ペ
タ
ン
ク
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
曇

り
空
で
、
熱
中
症
の
心
配
も
な
く

12
チ
ー
ム
43
名
（
男
性
12
名
、
女

性
31
名
）
が
参
加
。
上
位
5
チ
ー

ム
が
6
月
9
日
（
月
）
市
の
大
会

に
参
加
で
き
ま
す
。

　

今
年
は
コ
ー
ト
を
3
面
作
り
、

ゲ
ー
ム
の
迅
速
化
を
図
る
工
夫
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
予
選
通
過
し
た

5
チ
ー
ム
は
、
諸
田
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

美
し
が
丘
北
「
い
き
い
き
会
」

美
し
が
丘
北
「
い
き
い
き
会
」

【
会
長　

兼
田　
　

清
】】

筑紫南

会
員
数

48
名

新
年
会

第
32
回
総
会
を
終
え
て

御
笠
シ
ニ
ア
連
春
季
ペ
タ
ン
ク
大
会

　

11
時
よ
り
、
美
し
が
丘
北
「
い
き

い
き
会
」
の
新
年
会
を
公
民
館
に
於

い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

11
時
30
分
よ
り
兼
田
会
長
・
西
村

市
議
会
議
員
、
中
野
自
治
会
長
の
挨

拶
を
拝
聴
。
お
弁
当
及
び
、
女
性
部

手
作
り
の
素
麺
汁
に
舌
鼓
、
語
ら
い

な
が
ら
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、恒
例
の
“
ボ
ー
ル
遊
び
”“
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
”
で
は
、
豪
華
な
賞
品

を
ゲ
ッ
ト
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
美
し
が
丘
北
・
い
き
い
き
会
」
を
ア

ピ
ー
ル
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
一
緒

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

昼
食
後
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
暮
ら

し
に
役
立
つ
賞
品
を
ゲ
ッ
ト
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

“
集
い
合
い

　
皆
ん
な
で
決
め
て
　
進
も
う
よ
”

順　位 チーム名 クラブ名クラブ名

優　勝 原公友会 原

準優勝 みかさ台 みかさ台

第３位 天山悠遊クラブ 天山

第 4位 上阿志岐西 上阿志岐西

第 5位 牛島 B 牛島

大会結大会結果果

まずは準備体操を！まずは準備体操を！ペタンク大会　真剣な風景ペタンク大会　真剣な風景



第 92号（16）令和 7年 8月 1日 筑 紫 野 市 シ ニ ア 連

地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信
“
遣
っ
て
み
て

　
頭
も
使
い
　
躰
も
動
き
”

“
良
い
運
動

　
フ
レ
イ
ル
防
止
　
最
高
だ
”

　

3
月
2
日
（
日
）、
筑
紫
野
南
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
於
い
て
、
筑
紫

南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
主
催

モ
ル
ッ
ク
大
会
が
行
わ
れ
、“
美
し

が
丘
北
い
き
い
き
会
”
よ
り
8
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
雨
模
様
、
主
催
者
よ
り
待

機
と
聞
い
て
、
大
会
続
行
の
連
絡
を

受
け
た
の
は
11
時
30
分
頃
、
会
場
が

体
育
館
に
変
更
を
受
け
、
各
選
手
に

「
知
ら
せ
」
つ
つ
慌
て
て
会
場
に
着

き
ま
し
た
。

　

42
チ
ー
ム
２
０
０
名

以
上
が
参
加
し
、「
つ

く
し
ち
ゃ
ん
の
始
球

式
」
で
大
会
は
ス
タ
ー

ト
で
す
。
モ
ル
ッ
ク
競

技
は
ラ
ジ
オ
体
操
後
に

若
干
遊
ん
だ
程
度
で
、

思
う
様
に
投
球
で
き
ず

頭
や
首
を
捻
る
場
面

モ
ル
ッ
ク
大
会

42
チ
ー
ム
中
6
位
入
賞

皆
ん
な
で　

頑
張
っ
た
ヨ
～

も
多
く
見
ら
れ
、
一
方
、
上
手
に
倒

す
と
ワ
ァ
ー
と
言
う
歓
声
に
包
ま
れ

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
、
チ
ー
ム
全
体
で
喜

び
合
い
ま
し
た
。
モ
ル
ッ
ク
大
会
は

今
後
も
続
け
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

来
年
も
頑
張
ろ
う
ネ
と
誓
い
合
い
6

位
の
賞
品
嬉
し
く
頂
き
笑
顔
一
杯
の

“
い
き
い
き
会
”
で
し
た
。

　

モ
ル
ッ
ク
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発

祥
の
木
製
の
ピ
ン
を
倒
し
て
得
点
を

競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
か
ら
年
齢
や
性

別
、障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

誰
も
が
一
緒
に
楽
し
め
る
運
動
で
す

ネ
。

　

高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
と
言
え
ば
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
・
ペ
タ
ン
ク
で
し
た
が
、
最
近

は
モ
ル
ッ
ク
が
加
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

4
月
5
日
（
土
）
筑
紫
南
地
区

合
同
の
歩
け
歩
け
運
動
＆
花
見
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

待
ち
に
待
っ
た
桜
が
今
年
も
咲

き
ま
し
た
。
私
た
ち
が
子
ど
も
の

頃
は
入
学
式
を
祝
っ
て
く
れ
る
よ

う
に
“
桜
”
が
咲
き
、
そ
の
前
で

写
真
を
撮
っ
て
も
ら
っ
た
で
す
ネ
。

　

地
球
温
暖
化
の
せ
い
で
桜
の
開

花
が
少
し
ず
つ
早
く
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
の
桜
は
一
夜
に
パ
ッ
と

咲
き
乱
れ
見
事
な
春
爛
漫
を
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

筑
紫
神
社
に
於
い
て
お
祓
い
を

受
け
、
五
郎
山
公
園
の
桜
の
下
で

“
お
花
見
”
を
し
た
美
し
が
丘
北

い
き
い
き
会
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
が
…
…
帰
路
、
ア

ク
シ
デ
ン
ト
が
起
こ
り
皆
さ
ん
に

ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
無

事
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
は
開
催
場
所
の
安
全
も
含
め

検
討
の
こ
と
と
し
ま
す
。

●
桜
（
さ
く
ら
）
に
つ
い
て

　

弥
生
時
代
か
ら
稲
作
と
桜
は
貴
重

筑
紫
南
地
区
合
同

歩
け
歩
け
運
動
&
花
見
会

な
関
係
に
あ
り
ま
す
。
桜
の
開
花
に

合
わ
せ
て
、
種
も
み
を
蒔
く
、
季
節

を
感
じ
取
っ
て
農
作
業
を
始
め
る
。

●
桜
（
さ
く
ら
）
の
語
源
と
し
て

　
「
さ
」
が
田
の
神
、「
く
ら
」
は
神

の
座
（
く
ら
）
と
い
う
説
で
す
。

●
桜
に
纏
わ
る
俳
句

［
芭
蕉
］

木
の
も
と
に

　

汁
も
膾
も
桜
か
な

［
高
浜
虚
子
］

咲
き
満
ち
て

こ
ぼ
る
る
花
も
な
か
り
け
り

“
潔
く 

花
の
心
と 

儚
さ
よ
”

“
桜
咲
く 

夢
と
希
望
よ 

我
に
あ
り
”



（17）第 92号 令和 7年 8月 1日筑 紫 野 市 シ ニ ア 連

地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信

　

4
月
19
日
（
土
）
美
し
が
丘
南

公
民
館
で
、
38
名
（
男
性
17
名
、

女
性
21
名
）
が
参
加
し
て
美
し
が

丘
南
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
ゆ
う
ゆ
う

令
和
7
年
度
総
会
＆
食
事
会
開
催

　

令
和
7
年
1
月
18
日
（
土
）
美
し

が
丘
南
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
ゆ
う
ゆ
う

会
）
新
年
会
を
開
催
。
本
日
の
目
玉

は
シ
ニ
ア
寄
席
、
粗
忽
家
勘
心
さ
ん

の
独
演
会
。
昨
年
好
評
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
本
年
は
会
員
外
に
も
声
か

け
を
し
、
9
名
の
来
場
者
あ
り
。
会

美
し
が
丘
南
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
ゆ
う
ゆ
う
会
）

美
し
が
丘
南
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
ゆ
う
ゆ
う
会
）

【
会
長　

伊
藤　

嘉
裕
】】

筑紫南

会
員
数

59
名

新
年
会
で
落
語（
粗
忽
家
勘
心
独
演
会
）を
楽
し
む

員
44
名
と
新
年
の
初
笑
い
を
共
に
し

ま
し
た
。

　
「
笑
う
門
に
は
福
来
た
り
」
と
申

し
ま
す
、
新
年
に
相
応
し
い
縁
起
の

良
い
笑
い
を
胸
に
一
年
の
ス
タ
ー
ト

に
し
た
い
新
年
会
で
し
た
。

会
）
の
令
和
7
年
度
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
10
時
～
11
時
の
総
会

終
了
後
、
13
時
ま
で
食
事
と
カ
ラ

オ
ケ
を
楽
し
み
ま
し
た
。



第 92号（18）令和 7年 8月 1日 筑 紫 野 市 シ ニ ア 連

　

光
が
丘
熟
年
の
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

は
今
年
の
5
月
12
日
（
月
）
に
夜
須

高
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
行
い
、

1
4
9
回
を
迎
え
ま
し
た
。
参
加
者

は
21
名
で
し
た
。

　
9
月
に
は
1
5
0
回
の
節
目
の
大

会
と
な
り
ま
す
。
部
員
数
は
現
在
31

名
、
平
均
年
齢
は
74・4
歳
で
す
（
最

光
が
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
熟
年
の
会
）

１
６
８
名

会
員
数

【
会
長　

志
田　

正
次
】

筑紫南交
流
の
場
と
し
て
、
長
く
愛
さ
れ
る
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

順　位 氏　名 スコアスコア

優　勝 中牟田健吾（71 歳） 87　NET　71.2

第 2 位 上村　銃市（80 歳） 107　NET　72.2

第３位 松鶴　征治（80 歳） 90　NET　72.7

第 8 位 永田　榮隆（89 歳） 101　NET　74.7

第149 回　大会結第149 回　大会結果果 高
齢
は
89
歳
）。
平
成
14
年
11
月
8
日

第
1
回
コ
ン
ペ
の
開
催
か
ら
24
年
を

経
過
し
ま
し
た
が
会
員
数
も
30
名
前

後
と
順
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　

終
了
後
の
公
民
館
で
の
表
彰
式
兼

懇
親
会
等
も
行
い
、
会
員
相
互
の
交

流
の
場
と
し
て
の
存
在
は
大
き
い
と

思
い
ま
す
。

　

6
月
16
日
（
月
）、
ゆ

う
ゆ
う
会
バ
ス
ハ
イ
ク

で
筑
後
川
温
泉
「
ふ
く

せ
ん
か
」
へ
行
き
ま
し

た
。
参
加
者
は
男
性
12

名
、
女
性
18
名
の
計
30

名
。
当
日
は
出
発
前
ま

で
雨
で
、
ど
う
な
る
こ

と
か
心
配
で
し
た
が
、

雨
が
や
み
一
安
心
。
天

候
が
心
配
で
し
た
が
、

浮
羽
稲
荷
に
立
ち
寄

り
、
旅
館
に
直
行
。

　

本
日
は
今
ま
で
に
な

い
ほ
ど
余
裕
あ
る
時
間

を
も
う
け
、
旅
館
で
の

時
間
を
大
切
に
し
ま
し

た
。

　

入
浴
、
ゆ
っ
た
り
時

間
、
食
事
、
カ
ラ
オ
ケ

等
で
皆
さ
ん
に
旅
館
空

間
を
満
喫
し
て
い
た
だ

き
、「
本
日
は
楽
し
か
っ

た
」
と
言
う
声
を
聴
き
、

責
任
者
と
し
て
疲
れ
が

飛
び
ま
し
た
。

バ
ス
ハ
イ
ク
で
ゆ
っ
た
り
余
裕
あ
る
時
間
を
楽
し
む

地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信

（敬称略）（敬称略）
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地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信

二
日
市
東
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

二
日
市
東
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

恒
例
の
二
日
市
東
地
区
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
令
和
７
年
４

月
24
日
（
木
）、
農
ト
レ
・
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

参
加
者
数
は
80
名
で
し
た
。

　

今
回
か
ら
筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
連

【
会
長　

濱
田　

健
一
】】

二
日
市
東
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

二日市東

5
３
１
名

会
員
数

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
へ
の

参
加
者
枠
が
60
名
と
な
り
、
参
加

者
枠
を
確
保
す
べ
く
、
皆
さ
ん
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
べ
く
、

和
気
あ
い
あ
い
の
中
に
も
真
剣
な

プ
レ
ー
を
さ
れ
、
春
の
一
日
を
楽

し
み
ま
し
た
。

「
日
帰
り
研
修
旅
行
兼
忘
年
会
」開
催

針
摺
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
針
寿
会
）

針
摺
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
針
寿
会
）

【
会
長　

立
花　

重
和
】

二日市東

60
名

会
員
数

　

令
和
6
年
12
月
5
日（
木
）曇
り
。

参
加
者
29
名
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
2

台
に
乗
り
込
み
午
前
9
時
針
摺
公

民
館
を
出
発
、
筑
後
川
温
泉
へ
向

か
う
。

　

途
中
、
紅
葉
を
目
に
し
つ
つ
、

吉
井
町
（
久
留
米
と
日
田
を
結
ぶ

豊
後
街
道
の
宿
場
町
）
の
堀
割
、

居
蔵
の
館
（
白
壁

の
土
蔵
造
り
）、
鏡

田
屋
敷
（
有
馬
藩
郡
役
所
の
官
舎
、

部
屋
か
ら
水
を
張
っ
た
田
圃
が
鏡

の
如
く
見
え
た
こ
と
で
名
付
け
ら

れ
た
）
等
を
見
学
。
そ
の
後
、
道

の
駅
「
う
き
は
」
に
立
ち
寄
る
。

　

会
場
の
「
清
乃
屋
」
で
は
、
入

浴
あ
る
い
は
休
息
後
、
忘
年
会
と

な
る
。
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、カ
ラ
オ
ケ
、

即
興
の
踊
り
も
飛
び
出
し
、
ま
た

料
理
と
お
酒
を
満
喫
。
諸
事
を
忘

れ
、
楽
し
く
賑
や
か
な
中
、
お
開

き
と
な
る
。

　

帰
路
は
道
の
駅
「
筑
前
み
な
み

の
里
」
経
由
、午
後
4
時
公
民
館
着
。

全
員
、
元
気
で
バ
ス
を
降
り
た
。

　

な
お
、
今
回
は
、
秋
の
旅
行
日

程
が
の
び
の
び
と
な
り
、
兼
て
の

企
画
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
申
し

訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。
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随随
想想

　

む
さ
し
ケ
丘
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は

毎
年
恒
例
の
新
春

三
社
参
り
を
１
月

17
日
（
金
）
に
行

い
ま
し
た
。

　

今
年
は
当
初
の

計
画
か
ら
降
雪
に

よ
る
一
週
間
遅
れ

に
も
関
わ
ら
ず
、

ジ
ィ
ー
ジ
ィ
ー
・

バ
ァ
ー
バ
ァ
ー
で

満
席
の
社
協
バ
ス

は
三
神
社
と
の
出

会
い
を
楽
し
み
に

出
発
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
近
場
を

狙
っ
て
、
県
内
第

3
位
の
都
市
久
留

米
市
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て

①
篠
山
神
社
は
久

留
米
城
址
の
本
丸

毎
年
恒
例
の
新
春
三
社
参
り
へ
！
～
筑
後
編
～

地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信

跡
地
に
明
治
10
年
に
創
建
さ
れ
結

婚
挙
式
と
会
食
に
人
気
の
高
い
神

社
②
水
天
宮
は
筑
後
川
と
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
、
こ
の
日
は
初
孫
の
宮
参

り
で
し
ょ
う
か
祖
母
に
抱
っ
こ
さ

れ
、
微
笑
ま
し
い
ご
家
族
に
遭
遇

し
ま
し
た
。
ま
た
8
月
に
は
九
州

で
も
一
・
二
位
を
競
う
花
火
大
会

も
有
名

③
高
良
大
社
は
大
勢
の
参
拝
客
で
賑

わ
う
九
州
最
大
級
の
木
構
造
神
社

建
築
で
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
標
高
3
1
2
メ
ー
ト
ル

に
位
置
す
る
神
社

の
三
神
社
を
選
び
ま
し
た
。

　

神
殿
で
は
思
い
思
い
に
鈴
を
鳴
ら

し
家
族
の
健
康
と
安
心
安
全
を
祈
願

を
す
る
人
、
ま
た
若
い
時
か
ら
の
友

達
だ
ろ
う
か
互
い
に
お
み
く
じ
を
引

き
あ
っ
て
に
っ
こ
り
と
更
な
る
親
睦

を
誓
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
高
良
大
社
で
は
神
殿
ま
で

1
3
0
段
の
石
段
に
阻
ま
れ
会
員

の
中
に
は
競
争
し
て
駆
け
上
る
人
や

マ
イ
ペ
ー
ス
で
登
る
人
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
楽
し
み
な
が
ら
登
っ
て
い
ま
し

た
。

　

私
も
早
足
登
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
た
が
1
0
0
段
上
っ
た
と
こ

ろ
で
息
切
れ
し
て
ダ
ウ
ン
。
脚
力
の

衰
え
を
感
じ
ま
し
た
が
残
り
石
段
を

一
歩
一
歩
登
る
に
つ
れ
て
鮮
や
か
な

朱
色
の
神
殿
が
少
し
ず
つ
目
の
前
に

現
れ
て
来
た
時
は
疲
れ
を
吹
き
飛
ば

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

な
お
高
齢
者
や
足
に
自
信
が
な
い

方
は
石
段
の
横
に
6
人
用
の
ス
ロ
ー

プ
カ
ー
（
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
）
が
設
置

さ
れ
快
適
に
神
殿
ま
で
移
動
出
来
る

よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。

　

旅
行
の
一
番
の
楽
し
み
は
や
は
り

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
ラ
ン
チ
は
荒
木
の
富
松
う

な
ぎ
屋
を
選
び
ま
し
た
。
バ
ス
が
停

車
し
ド
ア
を
開
く
と
駐
車
場
一
杯
に

香
ば
し
い
匂
い
が
出
迎
え
て
く
れ
ま

し
た
。
前
も
っ
て
注
文
し
て
い
た
セ

イ
ロ
蒸
し
や
定
食
が
食
卓
に
並
べ
ら

れ
蓋
を
と
る
と
な
ん
と
言
う
こ
と
で

し
ょ
う
チ
ョ
ッ
ト
大
き
め
の
う
な
ぎ

に
み
ん
な
の
顔
が
緩
み
「
ウ
ワ
ァ

ー
！
美
味
し
そ
う
」と
の
連
呼
の
声
。

　

帰
路
は
恒
例
の
「
道
の
駅
」
で
地

元
の
食
材
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
す
。

ラ
ン
チ
の
う
な
ぎ
話
と
合
わ
せ
て
夕

飯
の
食
卓
に
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
で

し
ょ
う
？

む
さ
し
ヶ
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

む
さ
し
ヶ
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

【
会
長　

森
﨑　

勝
彦

森
﨑　

勝
彦
】

二日市東

48
名

会
員
数
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随随
想想

運
転
免
許
証
に
感
謝

運
転
免
許
証
に
感
謝

針
摺
東
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
豊
満
会
）　
古
賀
　
征
治

　

私
が
運
転
免
許
証
を
取
得
し
た

の
は
昭
和
三
十
年
代
半
ば
で
し
た
。

　

当
時
私
は
祖
父
の
兄
が
大
正
時

代
に
札
幌
の
山
奥
に
開
拓
し
た
大

規
模
な
果
樹
農
園
で
働
い
て
い
ま

し
た
。
最
初
は
小
型
免
許
、
大
型

免
許
、
そ
し
て
薬
剤
散
布
の
た
め

必
要
に
迫
ら
れ
て
大
型
特
殊
免
許

を
取
得
し
、
広
大
な
リ
ン
ゴ
畑
の

中
を
薬
剤
散
布
の
た
め
、
一
日
中

走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
の
頃

は
楽
し
か
っ
た
。
永
い
冬
が
終
わ

る
と
待
っ
て
い
ま
し
た
と
ば
か
り

に
、
リ
ン
ゴ
の
花
、
桃
や
梨
、
梅

や
桜
、
ラ
イ
ラ
ッ
ク
、
ア
カ
シ
ア

等
木
々
が
背
伸
び
を
し
て
、
一
斉

に
咲
き
そ
ろ
い
ま
す
。

　

三
年
程
果
樹
農
園
で
働
き
ま
し

た
が
残
念
な
が
ら
、
農
薬
で
身
体

を
蝕
ま
れ
、
十
年
後
に
自
分
の
農

園
を
開
拓
す
る
夢
を
叶
え
る
事
が

出
来
な
か
っ
た
こ
と
が
と
て
も
残

念
で
し
た
。
し
か
し
、
い
ろ
ん
な

免
許
を
取
得
さ
せ
て
も
ら
い
親
戚

の
人
に
は
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
と
感
謝
の
気
持
ち
で
す
。
免
許

証
が
私
た
ち
家
族
の
生
活
を
支
え

て
く
れ
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

車
好
き
・
旅
好
き
な
私
は
亡
き

妻
や
姉
妹
と
車
で
全
国
い
ろ
ん
な

所
を
旅
し
ま
し
た
。
北
海
道
一
周
・

東
北
一
周
・
富
士
五
湖
巡
り
・
山
陰
・

四
国
一
周
等
数
え
れ
ば
き
り
が
な

い
。
そ
の
後
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
入
会
し
、
い
ろ
ん
な
仕

事
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
福
岡
県
農
業
試
験

場
の
職
員
さ
ん
達
の
朝
夕
の
送
迎

バ
ス
の
運
転
手
の
仕
事
を
担
当
す

る
こ
と
に
成
り
ま
し
た
。
送
迎
バ

ス
の
運
転
は
大
型
免
許
が
必
要
で

す
。
こ
こ
で
も
若
い
時
に
取
得
し

た
大
型
免
許
が
役
に
立
ち
、
お
よ

そ
八
年
間
務
め
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
人
に
は
体
力
・
気
力
・
精

神
力
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
、
少
し
の

余
力
が
残
っ
て
い
る
今
が
免
許
証

を
返
納
す
る
引
き
際
と
決
心
し
、

車
も
廃
車
し
ま
し
た
。
未
練
が
な

い
か
と
い
え
ば
嘘
に
な
る
。
こ
れ

か
ら
は
電
動
三
輪
自
転
車
で
シ
ル

バ
ー
や
カ
ミ
ー
リ
ヤ
に
で
か
け
ま

す
。
毎
週
火
曜
日
は
パ
ソ
コ
ン
同

好
会
の
仲
間
や
友
達
に
会
え
ま
す
。

同
好
会
で
は
私
の
好
き
な
趣
味
の

写
真
編
集
作
業
も
出
来
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
同
好
会
が
終
わ
っ
た

後
、
お
茶
の
時
間
に
先
輩
の
皆
さ

ん
と
世
間
話
・
よ
も
や
ま
話
、
が

出
来
る
こ
れ
が
楽
し
み
で
す
。
そ

の
夜
は
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
か
ら
有

難
い
。
買
い
物
な
ど
私
の
行
動
範

囲
は
狭
ま
る
が
年
相
応
と
考
え
て
、

免
許
証
を
返
納
し
ま
し
た
。
六
十

余
年
免
許
証
に
は
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
免
許
証
に
は
楽
し
か
っ

た
思
い
出
が
沢
山
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
楽
し
か
っ
た
思
い
を
「
思

い
出
貯
金
」
と
し
て
心
の
中
に
納

め
、
そ
の
貯
金
が
私
を
支
え
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
「
六
十
余
年
の
免
許
証

と
愛
車
に
」
心
か
ら
感
謝
で
す
。

　

あ
り
が
と
う
。
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雲
が
出
て
陽ひ

が
陰か
げ

り
、

薄
蒼
の
中
か
ら
能
登
の
山
々
か
ら

山
の
姿
が
現
れ
て
来
た
。

耳
を
澄す

ま
せ
ば
能
登
の
寂さ
び

し
い
町

中
の
ど
こ
か
ら

哀
調
を
帯
び
た
悲
し
い
唄
声
が
き

こ
え
て
来
た
。

鼓つ
づ
み

も
鳴
っ
て
い
た
。

ま
こ
と
に
切せ
つ

な
い
唄う
た
ご
え声
で
あ
っ
た
。

能
登
の
灰は
い
い
ろ色
の
海
は
波は
と
う頭
で
う

ね
っ
て
い
た
。

（
以
上
、
松
本
清
張
さ
ん
の
代
表
作

の
小
説「
ゼ
ロ
の
焦
点
」か
ら
抜
粋
）

　

さ
て
、
ふ
り
返
れ
ば
我
が
老
生

が
就
職
し
、
会
社
勤
め
を
し
始
め

た
の
は
年
の
三
十
前
で
あ
っ
た
。

　

就
職
し
、
初
め
て
手
に
し
た
ボ

ー
ナ
ス
を
は
た
い
て
、
今
は
な
き

妻
を
伴
っ
て
遠
出
し
た
の
が
能
登

半
島
巡
り
で
あ
っ
た
。

　

金
沢
か
ら
輪
島
、
珠
洲
を
抜
け

和
倉
温
泉
へ
の
長
旅
で
あ
っ
た
。

　

荒
涼
た
る
能
登
半
島
で
あ
っ
た
。

随随
想想

地
震
と
豪
雨
の
能
登
半
島

地
震
と
豪
雨
の
能
登
半
島

西
小
田
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
髙
原
　
儀
雄

ど
こ
ま
で
も
続
く
羊よ
う
ち
ょ
う腸
た
る
山さ
ん
か
い海

辺あ
た
り

を
う
ね
り
な
が
ら
の
列
車
の
旅

路
で
あ
っ
た
。

　

列
車
は
単
調
な
音
を
響
か
せ
、

四
囲
寂
寥
。
列
車
は
牧
歌
的
風
景

の
中
を
縫
う
よ
う
に
し
て
走
っ
て

行
く
。
五
十
数
年
前
の
私
た
ち
夫

唱
婦
随
の
能
登
半
島
巡
り
の
旅
路

で
あ
っ
た
。

　

清
張
さ
ん
が
描
く
風
光
明
媚
で

詩
情
豊
か
な
る
能
登
の
眺
望
絶
景
。

多
く
の
観
光
客
た
ち
を
ひ
き
つ
け

て
は
魅
了
し
、
感
動
せ
し
め
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

千
紫
万
紅
。
輝
く
能
登
の
風
景

で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
驚
天
動
地
。
昨
年

の
年
始
め
早
々
、
M
7
・
６
ク
ラ
ス

の
巨
大
地
震
が
能
登
半
島
を
襲
い

甚
大
な
る
被
害
を
も
た
ら
し
、
今

な
お
復
旧
復
興
は
道み
ち
な
か
ば

中
半
で
し
か

な
い
。

　

九き
ゅ
う
か
さ
ん
ぷ
く

夏
三
伏
。
こ
の
年
の
盛
夏
期

に
は
再
び
能
登
半
島
で
は
、
線
状

降
水
帯
に
よ
る
記
録
的
集
中
豪
雨

に
よ
る
未
曽
有
の
災
害
と
な
っ
た
。

　

能
登
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、

度
重
な
る
自
然
の
暴
威
で
呆
然
自

失
。
彼
等
能
登
の
住
民
に
と
っ
て

二
重
の
自
然
災
害
で
あ
っ
た
。
か

つ
、
二
重
の
大
被
害
で
あ
っ
た
。

　

二
重
の
惨さ
ん
か禍
で
あ
っ
た
。

　

自
然
界
か
ら
の
脅
威
で
あ
っ
た
。

自
然
の
暴
力
は
待
っ
た
な
し
で

あ
っ
た
。
神
も
佛
も
な
い
。
神
社

仏
閣
は
無
惨
に
も
砕
か
れ
て
悉
く

破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　

み
れ
ば
、
被
災
者
の
お
お
か
た

が
着
の
身
着
の
ま
ま
の
避
難
で

あ
っ
た
。

　

の
み
な
ら
ず
、
道
路
と
い
う
道

路
は
寸
断
さ
れ
て
い
て
、
援
助
物

資
等
の
搬
入
を
困
難
に
し
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
発
生
ど

き
に
は
要
は
医
療
設
備
に
医
薬
品

の
提
供
が
何
よ
り
も
急
務
で
あ
っ

た
。

　

水
の
供
給
も
焦
眉
の
急
で
あ
っ

た
。
み
れ
ば
、
彼
等
避
難
者
た
ち

の
中
に
は
様
々
な
病
を
抱
え
た
人

も
い
て
一
刻
の
猶
予
も
な
い
。

　

イ
ヤ
、
イ
ヤ
、
中
に
は
身
体
障

害
者
も
い
て
、
即
ケ
ア
が
必
要
で

あ
っ
た
。

　

認
知
症
の
人
も
い
た
。
こ
う
し

た
突
然
の
自
然
の
暴
威
か
ら
逃
れ

る
た
め
の
秘
策
は
な
い
。
手
立
て

も
妙
技
も
な
い
。

　

こ
の
当
り
推
し
て
知
る
べ
き
で

あ
ろ
う
が
、
要
は
常
日
頃
か
ら
の

準
備
で
あ
っ
た
。

　

つ
ら
つ
ら
思
う
に
対
人
関
係
が

軽
佻
に
し
て
浮
薄
な
る
時
代
の
今

日
だ
が
、
も
し
も
こ
う
し
た
天
変

地
異
に
よ
る
危
急
存
亡
の
際
に
は

人
々
と
の
相
互
扶
助
で
あ
っ
た
。

　

助
け
合
い
で
あ
っ
た
。
相
互
扶

助
の
精
神
を
発
揮
し
て
皆
ん
な
で

協
力
し
合
っ
て
は
難
か
ら
逃
れ
て

行
こ
う
。

　

互
い
に
声
を
か
け
合
っ
て
行
こ

う
。
人
ご
と
で
は
な
い
。
明
日
は

我
が
身
か
も
し
れ
な
い
。

　

我
が
国
は
世
界
有
数
の
自
然
災

害
国
な
の
で
あ
る
。
地
震
多
発
国

で
も
あ
る
。

　

協き
ょ
う
し
ん
り
く
り
ょ
く

心
戮
力
の
精
神
で
助
け
合
っ
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て
行
こ
う
。
碧へ
き
ら
く
い
っ
せ
ん

落
一
洗
、
美
し
く

輝
く
能
登
半
島
の
景
観
、
豊
か
な

る
詩
的
情
感
溢
れ
る
能
登
。

″
雲
が
出
て
、

陽
が
陰
り
、
薄
蒼
の
中
か
ら

能
登
の
山
々
か
ら
山
の
姿
が

現
れ
て
来
た
。”

　

能
登
へ
行
こ
う
。

　

山
容
水
態
に
し
て
輝
く
自
然
が

広
が
る
能
登
へ
行
こ
う
。

″
私
の
家
庭
は
四
人
家
族
で
し
た
。

私
は
お
ば
ち
ゃ
ん
子
で
し
た
。

し
か
し
今
回
の
地
震
で
お
ば
ち
ゃ

ん
を
亡
く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

更
に
夏
の
集
中
豪
雨
で
も
っ
て

残
る
二
人
の
家
族
も
失
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

と
う
と
う
私
一
人
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

自
然
は
残
酷
で
す
。
そ
れ
で
も

私
は
美
し
い
能
登
の
自
然
の
中
で

頑
張
っ
て
い
ま
す
。”

（
あ
る
中
学
生
の
手
記
か
ら
）

令和6年度 単位シニアクラブ令和6年度 単位シニアクラブ
会員数＆平均年齢会員数＆平均年齢

地　区 男性人数
男性男性

平均年齢平均年齢
女性人数女性人数

女性女性

平均年齢平均年齢
合計人数合計人数

合計合計

平均年齢平均年齢

二日市 204 79.679.6 272 81.181.1 476 80.580.5

二日市東 242 80.780.7 274274 80.980.9 516516 80.880.8

天　神 44 −− 1313 −− 1717 −−

筑　紫 98 81.081.0 146146 82.282.2 244244 81.781.7

筑紫南 172 80.6 211 82.4 383 81.681.6

御　笠 118 79.9 117 81.8 235 80.880.8

山　家 88 79.179.1 55 82.082.0 13 80.280.2

総合計 842842 80.3.3 1,1,025 81.681.6 1,8671,867 81.081.0

天　神 44 −− 1313 −− 1717 −−

会員数 846846 −− 1,0381,038 −− 1,8841,884 −−

　皆さんは筑紫野市シニアクラブ連合会や、自分の地区の会員数と平均年齢について、
ご存知ですか？
　令和 6年度の各地区の男女別会員数と平均年齢、そして筑紫野市シニアクラブ連合会
全体の男女別会員数と平均年齢を一覧表にしてみました。
　はたして市シニア連の、そして地区の平均年齢を上回るのか、下回るのか。一度確認
されてみてはいかがでしょうか。

コラムコラム



「椿
ちんざん
山」は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されております。

筑 紫 野 市 シ ニ ア 連 第 92号（24）令和 7年 8月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

開設日　令和 7 年 8 月 7 日（木曜日）
　　　　開設以後木曜日に開きます（右表参照）
時　間　午前 10 時 00 分〜 12 時 00 分
連絡先　092-926-6001（月・木）
場　所　筑紫野市総合保健福祉センター
　　　　（カミーリヤ）
　　　　シニアクラブ連合会事務所
参加資格者
　シニア単位クラブ会員・事前に電話して予約

　麻雀は、頭脳とともに指先を動かすゲーム　麻雀は、頭脳とともに指先を動かすゲーム
です。その特性から、近年、認知症予防に効です。その特性から、近年、認知症予防に効
果があるとされ幅広い層で人気が高まって果があるとされ幅広い層で人気が高まって
います。います。
　シニア連合会でも「麻雀を1から覚えたい」　シニア連合会でも「麻雀を1から覚えたい」
という初心者の方や「以前やったことはあるという初心者の方や「以前やったことはある
けれどちょっと自信ないかも…」という初級けれどちょっと自信ないかも…」という初級
者の方を対象に、楽しくゲームができるよう者の方を対象に、楽しくゲームができるよう
に教室を開設いたします。に教室を開設いたします。
　お気軽にご参加ください。　お気軽にご参加ください。

麻雀麻雀を「を「やりたいやりたい！」「！」「始めたい始めたい！」方の！」方の

健健康康麻麻雀雀教教室室

月 日

8 月  7 日、21 日、28 日

９月 11 日、18 日

10 月 23 日

11月 13 日、20 日、27 日

12月 11日、18日
R8年
1 月 15 日、22 日、29 日

2 月 12 日、19 日、26 日

3 月 12 日、19 日、26 日

シニアクラブ
会員 募集中！

健康麻雀大会の様子健康麻雀大会の様子

◆ 教室開催日 ◆◆ 教室開催日 ◆


